
Makers
わからないことは本人に聞くのが一番です。

ほんにん き いちばん

日南町美術館の 昭和100周年記念 わたしの情景 昭和の情景を紡ぐ 創作人形「
にちなんちょう び じゅつかん しょう わ しゅうねん き ねん じょうけい しょう わ じょうけい つむ そうさくにんぎょう

とペーパーアートの世界」へ出かけました。 昭 和の風景はリアルな 表 情 や細部まで
せ かい で しょう わ ふうけい ひょうじょう さい ぶ

精緻に表現され、作者の創作人形を風景の中に置くと本物と見間違えるほどです。
せい ち ひょうげん さくしゃ そうさくにんぎょう ふうけい なか お ほんもの み ま ちが

その日は作者である南部町出身の人形作家、安部朱美さんのギャラリートークが企画されていました。
ひ さくしゃ なんぶちょうしゅっしん にんぎょうさっ か あ べ あけ み き かく

作者の作品に込めた思いを聞くと作品が全く違って見えてきます。作者本人の話を聞いてみないと作品に
さくしゃ さくひん こ おも き さくひん まった ちが み さくしゃほんにん はなし き さくひん

込めた本当の思いは分かりません。作者の伝えたかったことを推測するのも大切ですが、作者の本当の思い
こ ほんとう おも わ さくしゃ つた すいそく たいせつ さくしゃ ほんとう おも

を知ることも大切だと改めて感じました。
し たいせつ あらた かん

ギャラリートークは安部さんにも気づきがあり
あ べ き

ました。円卓を囲んだ家族の 食事風景を見た 小
えんたく かこ か ぞく しょく じ ふうけい み しょう

学生がこう言ったそうです 「あー、これが団ら。
がくせい い だん

んなのか 」また、学校帰りにケンカする小学生。
がっこうがえ しょうがくせい

「 。」の作品を見て あんなケンカをしてみたかった
さくひん み

ともつぶやいたそうです。現代では生活が個別化
げんだい せいかつ こ べつ か

している家庭 状 況 も見られます。いろいろなことが禁止され、他人に声をかける
か ていじょうきょう み きん し た にん こえ

。 、こともはばかれる時代です 昭和の時代に生まれ育った者にはよく見た光景ですが
じ だい しょう わ じ だい う そだ もの み こうけい

人と人がふれあえた時代を令和の子どもたちは羨ましく感じたのでしょう。
ひと ひと じ だい れい わ こ うらや かん

精巧な作品はものづくりに携 わる人には 共 感できるものです。また、ほぼ完成
せいこう さくひん たずさ ひと きょうかん かんせい

していても納得のいかないところがあるとやり直すという作者の感覚は、ものづく
なっとく なお さくしゃ かんかく

りのプロに共通した意識だと感じました。入 場券を購入すると期間中は何度でも
きょうつう い しき かん にゅうじょうけん こうにゅう き かんなか なん ど

入 場 できます。ものづくりを学ぶみなさんには、ギャラリートークで作者の思い
にゅうじょう まな さくしゃ おも

を聴き、作品をとおした作者の表現を鑑賞して欲しいと思います。
き さくひん さくしゃ ひょうげん かんしょう ほ おも

ギャラリートークの日程
にってい

創作人形作家 安部朱美氏 ６月７日（土 、22日（日） 10:30～）
そうさくにんぎょうさっ か あ べ あけ み し

ペーパーアーティスト 太田隆司氏 ６月 22日（日） 14:00～
おお た たか し し

校長 松川 明義
こうちょう まつかわ あきよし
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【 】行 事予定
ぎよう じ よ てい 鳥取県建設分野担い手確保事業（Ｋ３土木コース）２日(月)：

にち げつ とっとりけんけんせつぶん や にな て かく ほ じ ぎょう ど ぼく

鳥取県建設分野担い手確保事業（Ｋ１）３日(火)：
にち か とっとりけんけんせつぶん や にな て かく ほ じ ぎょう

５日(木)：保護者対象進路説明会
にち もく ほ ご しゃたいしょうしん ろ せつめいかい

週末の大会 ボート部
しゆうまつ たいかい ぶ

べいこう

米 工 H P

ケンカを叱る近所のおばさん

コミュニケーションのある食事風景

顔や手のしわもリアル

悔しさが伝わる表情


